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論文審査の結果の要旨 

 

 

篠原氏は哺乳類の概日時計における温度補償性の分子機構を解明するために薬物などによる周期変化に関わる、

casein kinase ε/δによるPERタンパク質のリン酸化活性に注目し、独自の反応系と計測系を工夫することにより、

温度依存的な生成物の結合が温度補償に重要な役割を果たすことを明らかにしました。またcasein kinase δのリン

酸化反応の温度補償性に関わるアミノ酸を同定し、その変異体で概日周期が短くなること、温度依存性が変化するこ

とを確認してこの系が概日時計の温度補償性に重要な役割をはたす可能性があることを証明しました。これは博士号

の学位授与に値する十分に質の高い研究成果であると考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


